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１．青森県渋滞対策推進協議会経緯

混雑多発箇所（案）

・ＶＩＣＳデータ ・渋滞損失時間

・ＰＩ（アンケート）結果

による上位箇所

主要渋滞

ポイント

｛ＤＩＤ地区内｝

渋滞長1km以上又は通過時間10

分以上

｛ＤＩＤ地区外｝

渋滞長500m以上又は通過時間5

分以上

選定基準 渋滞協回数これまでの渋滞対策年度

５回
新渋滞対策プログラム

二次渋滞

Ｈ５

Ｈ９

２回

（Ｈ２１．７．９）

（Ｈ２３．３．１０）

東北地方渋滞対策アクションプログラム

(仮称)

渋滞箇所・アンケート結果未公表

Ｈ２１

Ｈ２２

４回
新渋滞対策プログラム

四次渋滞

Ｈ１５

Ｈ１９

３回
三次渋滞対策プログラム

三次渋滞

Ｈ１０

Ｈ１４

１回
渋滞対策推進計画

一次渋滞

Ｈ２

Ｈ４

～

～

～

～

～
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【【今後の渋滞対策の推進について今後の渋滞対策の推進について】】

［背景］［背景］

○ 「今後の高速道路のあり方 中間とりまとめ（高速道路のあり方検討有識者委員会 平成23

年12月）」において、効率性を阻害する渋滞ボトルネック対策の重要性が指摘

○ 「社会資本整備審議会道路分科会建議 中間とりまとめ（平成24年6月）」においても、

渋滞の名所と呼ばれるボトルネック箇所への集中的対策を実施すべきとの指摘

○ 交通観測技術の進展・普及により、道路交通状況の詳細に係るデータが様々な形で取得可

能となるなど、観測環境が大きく改善

［方針］［方針］

○ 関係機関の連携による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・共有し、効果的な渋

滞対策の推進を図る

［具体的な進め方］［具体的な進め方］

○ 統一的なデータによる客観的な分析を基本としつつ、道路利用者の意見や地域性を反映し

た評価軸の検討により、地域の実感にあった箇所を特定

○ 特定された課題箇所の対策に係る検討を進め、対応に係る基本方針をとりまとめ

２．今回の渋滞対策推進協議会開催主旨
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33.1.1 渋滞ポイントの考え方渋滞ポイントの考え方

【【損失時間とは・・・損失時間とは・・・】】

単位：人時間/年 ⇒ 渋滞の程度(渋滞長等)に加え、影響を受ける台数(人数)を考慮

・平常時の所要時間 ９分
・渋滞時の所要時間 １５分

損失時間 59,422人時間/年

[小型車] 6分 × 1,000台/12h × 1.30人/台 × 365日 ＝ 47,450人時間/年

損失時間 交通量1) 平均乗車人員1)

１）Ｈ２２道路交通センサス調査結果

６分余計にかかる ⇒損失時間
※民間プローブデータにより算出

［人換算］

＜Ａ交差点（Ｂ交差点からの流入方向）の計算例＞

[大型車] 6分 × 200台/12h × 1.64人/台 × 365日 ＝ 11,972人時間/年
↓

【【民間プローブデータにより、詳細な渋滞情報を把握民間プローブデータにより、詳細な渋滞情報を把握】】

※民間プローブデータとは

・カーナビを装着した一般車の走行
データ（位置、時間、速度）を蓄積
したもの

・このデータを毎日、多数の車から集
め続けることで、曜日や時間によっ
て異なる速度情報（渋滞の程度）が
把握可能

・基本的に、全地域の全道路において
情報が収集可能であり、地方部にお
いても有効

ＶＩＣＳが対象としな
い細かい道の情報まで
集まる

３．今後の渋滞対策について
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33..22 青森青森県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について

(1) (1) １軸（損失時間が８０万人・時間１軸（損失時間が８０万人・時間//年以上の箇所）年以上の箇所）

○80万人･時間/年とは･･･
終日混雑している交差点で、特にピーク時には全方向の旅行速度の平均が20km/h以下（信号待ち２回以上）

となるような箇所

【交通状況のイメージ】【損失時間とピーク時の全方向旅行速度の平均値との関係】

損失時間（万人・時間/年）

ピ
ー

ク
時

の
全

方
向

平
均

旅
行

速
度

（
k
m

/
h

） 平均旅行速度20km/h
＝80万人・時間/年

平均旅行速度20km/h
＝80万人・時間/年

y=-4.919×LN(x)+41.579

ピーク時において全方
向の旅行速度の平均が
20km/h以下

ピーク時において全方
向の旅行速度の平均が
20km/h以下

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

３．今後の渋滞対策について
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33..22 青森青森県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について

(2)(2)１’軸（１軸以外でピーク時の損失時間が１’軸（１軸以外でピーク時の損失時間が182.6182.6人・時間人・時間//時以上の箇所）時以上の箇所）

１軸には対象とならないが、ピーク時には１軸と同程度の混雑となるような箇所
80万人・時間/年 ÷ 365日 ÷ 12時間 ＝ 182.6人・時間/時

【１’軸で抽出された箇所の時間帯別の損失時間】【１軸で抽出された箇所の時間帯別の損失時間】

終日混雑が発生終日混雑が発生 ピーク時のみ１軸と同レベルの混雑が発生ピーク時のみ１軸と同レベルの混雑が発生

0

50

100

150

200

250

300

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

182.6人・時間/時182.6人・時間/時

損
失

時
間

（
人

・
時

間
/
時

）

損
失

時
間

（
人

・
時

間
/
時

）

0

50

100

150

200

250

300

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

182.6人・時間/時182.6人・時間/時

３．今後の渋滞対策について
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33..22 青森青森県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について

(3)(3)２軸（１軸、１’軸以外でピーク時の１方向のみ２軸（１軸、１’軸以外でピーク時の１方向のみ20km/20km/hh以下となる箇所）以下となる箇所）

ピーク時において、各方向の旅行速度のうち、最も低い方向の速度が20km/h以下となるような箇所

【１軸で抽出する箇所の交通状況のイメージ（再掲）】

ピーク時において全方
向の旅行速度の平均が
20km/h以下

ピーク時において全方
向の旅行速度の平均が
20km/h以下

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

【２軸で抽出する箇所の交通状況のイメージ】

ピーク時において最も速
度が低い方向において、
20km/h以下

ピーク時において最も速
度が低い方向において、
20km/h以下

20km/h以下
（信号待ち２回以上）

３．今後の渋滞対策について
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33..22 青森青森県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について

【【参考参考】】 混雑を表す混雑を表す20km/20km/hhの根拠の根拠

３．今後の渋滞対策について

JARTICや公安委員会等では、20km/h以下を混雑・渋滞の指標としている

http://www.jartic.or.jp/
●国家公安委員会に

おける渋滞・混雑
の定義

●警視庁による渋滞
の判定基準

●道路交通情報セン
ターにおける渋
滞・混雑の定義

・資料：国家公安委員会告示第１２号

・資料：警視庁，警視庁交通年鑑
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33..22 青森青森県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について

(4)(4)地域の実情に応じた個別課題の抽出について（案）地域の実情に応じた個別課題の抽出について（案）

３．今後の渋滞対策について

青森県内の交通円滑化を阻害する地域個別課題（第３軸）及びその分析指標としては下記の２点が考えられる。

指標①指標① 休日休日交通交通における渋滞における渋滞

【背景】
・青森県内には豊かな自然、観光資源等を有しており、休日の観光入込による渋滞が発生
・休日の買い物客や行楽客による渋滞が発生

【指標（案）】
・休日において旅行速度が20㎞/h以下となる時間が●時間以上継続

例＜走行時間＞
■渓流区間を走行する車は終日

20km/h程度のノロノロ走行
■通常、焼山～子ノ口間（約

14km）の通過時間は20分程度
↓

ＧＷ中の通過時間は40分～最大
1時間程度
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33..22 青森青森県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について県内の渋滞ポイントの抽出方法（案）について

(4)(4)地域の実情に応じた個別課題の抽出について（案）地域の実情に応じた個別課題の抽出について（案）

３．今後の渋滞対策について

指標②指標② 冬期冬期速度低下速度低下（降雪・積雪・凍結・視界不良等）による渋滞（降雪・積雪・凍結・視界不良等）による渋滞

【背景】
・青森県内の道路交通状況は、通常期と冬期で大きく変化
・冬期の走行速度の低下により渋滞が発生する箇所が多数存在（冬期に発生する渋滞）

【指標（案）】
・冬期の走行速度の低下により、通常期と比較し○○％速度低下し、旅行速度が20㎞/h以下となる時間が

○○時間以上
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交通基礎データの共有
意見交換 等
第１回協議会の開催（H24.6.29）

地域の渋滞箇所の素案の決定

パブリックコメント等を含めた
地域の渋滞箇所の特定

ソフト・ハードも含めた対策の検討

検討結果のとりまとめ

４．今後の検討の流れ


